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世界農業問題
 ―渡邉「世界農業問題」論の現代的意味
１
プロローグ
農業は古代から人々の暮らしとその営みを伴に。
資本主義－農業から工業化できる部分を分離して発展。
以来、農業は資本主義にとって「苦手」な産業。
資本主義に馴染み難い農業に起因して発生する社会問題、
 
政治問題が
 農業問題。
最大の問題は、１９２９年の世界恐慌。
日本資本主義存続のためには、農業問題の政治的・経済的処理が必須。
１つは、反体制政治エネルギーの鉾先を他に転じたり、
 鉾そのものを収めさせたりといった政治的処理。
２つは、農民・農村の貧困問題を緩和する経済的な処理。
この過程で奇怪な日本ファシズムが一世を風靡し、悲惨な状態で破綻。
近年、金融恐慌が世界を席巻し、各国の政治経済システムは混乱の極み。
ファシズム期の一連の出来事を記憶の片隅に留め置いてもいいのでは？！
2
［農家経済の危機］
激しい小作争議のみならず、農民闘争
 の輪は、税金闘争、電灯料闘争、
 借金棒引闘争、賃金闘争等々
 さまざまな形態で拡大。
農業問題は、小作農のみならず自作農
 あるいは中小地主層の不満がさまざまな
 農民闘争となって噴出するという形で、
 激発→ここに農業問題の複雑さ。
しかし、いずれも反資本主義政治
 エネルギー。
昭和恐慌を契機として、資本主義体制は
 文字通り危機的状況に。
放置しておけば体制を揺るがすに至ること
 は必至。
昭和恐慌下農業問題の激発
3
小作争議の激化
4
小作争議と農村更正運動
農山漁村経済更生運動
5
満州開拓の様子
6
準戦時体制下の農業問題処理
7
戦時体制下の農業問題処理
8
戦後体制下の農業問題処理
9
戦後体制下の農業問題処理
これまでの著書
〔昭和恐慌
 
～
 
戦時体制期〕 〔戦後改革～高度成長期〕
≪学位論文≫
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1993年著 10
 批評社 
これからの著書 －農業と折り合う社会づくり
『現代日本の農業革命』
出版予定
 
批評社
 
201？年
〔関連研究〕
平成の農地改革
・点的農地所有改革－面的農地利用改革
 「新たな農地制度創設の課題と展望」
 『土地と農業』,2008年3月
参加型構造改革
・選別型構造改革－参加型構造改革
 「農地改革の現代的意義と参加型構造改革の展望」
 『土地と農業』,2010年3月
農政転換
・ターゲットアプローチ型農政
 －エリアアプローチ型農政
 ・｢新政策｣にみる戦後農政転換の顛末
 農業経済研究, 2010年3月
 ・東北の政策戦略－農業を中心として
 東北自治76号,2010年3月
農業から環境・
低炭素・生物多様
 性へのメッセージ
11
農地改革・参加型構造改革の展望
 －農政モデル－
<集落内農家に限られた取り組み> <集落全員による取り組み> 12
改正
農地改革・参加型構造改革の展望
 －私のモデル－
農地信託 　配当
（利用権設定、作業委託等含む）
連携
販路拡大の依頼
販売情報の提供
販路拡大の依頼 　　販売情報の提供
農業振興ビジョン、農地管理、農地の利用調整
支店営業部（ＪＡ支店等）
代理店（農地利用改善団体、集落、地権者組合）
農地信託会社
企画・管理・調整部
◎代理店領域を基本に信託農地を再配分
◎CAP(環境基準を遵守)
＜テナントビルの入居者＞
Ａフロアー…会社法人
Ｂフロアー…集落営農法人
Ｃフロアー…認定農業者
Ｄフロアー…意欲的な兼業農家
Ｅフロアー…市民農園、直売所、農家レスト
ラン、スロービジネス希望者
◎加工部門の設置（ＪＡ、集落、法人）
◎食品メーカーとの契約・提携
◎学校給食、病院食等との契約、提携
◎生産・加工品の販路開拓、マーケティング、ブランド化
農地利用開発部 加工利用開発部
販売企画・営業部
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ありがとうございました。
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